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はじめに 
 

 
国土交通省では、平成 25 年度より 10,000m3 以上の土工を含む直轄工事で「TS を用いた

出来形管理（土工編）」を使用原則化すると共に、①「TS を用いた出来形管理（土工編）

（10,000m3 未満の土工」、②「MC（モータグレーダ）技術」、③「MC・MG（ブルドーザ）技術」、

④「MG（バックホウ）技術」、⑤「TS・GNSS による締固め管理技術」の５つの情報化施工技術を

今後５ヶ年の一般化推進技術と位置づけて更なる普及促進に取り組んでいます。 
情報化施工技術の普及・推進に向けては、利用者が高度・高機能な技術を使いこなし、トラブ

ルへの迅速な対応や機能の応用など、技術の持つ能力を最大限に活かすノウハウを修得する

ことが不可欠です。 
また、「TS を用いた出来形管理（土工編）」については、本技術を用いて受発注者が出来形

について共有することが必要となります。 
本現場対応集は平成 25 年度時点の調査結果を元に、情報化施工技術の特徴を活かすノウ

ハウの一部として、現場でのトラブル対応や工夫をとりまとめたものです。 

 



目 次 
 

 
 
１. 現場対応集の構成と使い方 ........................................................................................ 1 
２. 機器・ソフトウェアの選定 ........................................................................................ 2 
２.１ 必要な機器について ............................................................................................ 2 
２.１.１ 利用できる TS（トータルステーション） .................................................. 2 
２.１.２ 出来形管理に必要な TS と一般の TS の違い ............................................... 3 
２.１.３ 出来形管理に必要なソフトウェアの選定 .................................................... 4 
２.１.４ 出来形管理に必要なソフトウェアの証明 .................................................... 4 

２.２ 必要な機能について ............................................................................................ 5 
２.２.１ ワンマン測量や自動追尾について ............................................................... 5 
２.２.２ ノンプリズムによる計測機能について ........................................................ 5 

３. 基本設計データの作成 ............................................................................................... 6 
３.１ データ作成の基礎 ............................................................................................... 6 
３.１.１ 形状変化点の追加 ........................................................................................ 6 
３.１.２ 設計図に記載の無い形状データエラー! ブックマークが定義されていませ

ん。 
３.１.３ 出来形管理箇所の確定 ................................................................................. 7 
３.１.４ 基本設計データの提出時期 .......................................................................... 8 

３.２ データ作成の工夫例 ............................................................................................ 9 
３.２.１ 線形データの無い構造物の作成例 ............................................................... 9 
３.２.２ ラウンディング部の扱い ........................................................................... 10 
３.２.３ インターチェンジやランプ部 .................................................................... 11 
３.２.４ 急曲線部・折れ線部の処理 ........................................................................ 12 
３.２.５ 不連続な横断形状と連続的な横断形状の違い ........................................... 14 
３.２.６ 中心線と横断形状の中心位置が異なる場合の対応 .................................... 15 

３.３ 基本設計データの応用例 .................................................................................. 17 
３.３.１ 丁張り作業へ活用可能なデータ作成 ......................................................... 17 
３.３.２ ＭＣ／ＭＧデータへの活用 ........................................................................ 18 
３.３.３ 土工以外の工種への活用 ........................................................................... 19 

４. 工事基準点の設置 .................................................................................................... 20 
４.１ 設置計画 ........................................................................................................... 20 
４.１.１ ＴＳの計測距離制限の考慮 ........................................................................ 20 
４.１.２ 工事基準点の増設 ...................................................................................... 20 

４.２ 利用する工事基準点の精度 ............................................................................... 21 
４.２.１ 出来形計測結果のばらつき ........................................................................ 21 

５. 出来形管理 ............................................................................................................... 22 
５.１ 出来形計測 ........................................................................................................ 22 
５.１.１ 任意断面の出来形管理方法 ........................................................................ 22 
５.１.２ 管理断面の計測と許容される範囲 ............................................................. 23 

５.２ 帳票作成 ........................................................................................................... 24 
５.２.１ 基本設計データの測点と設計図書の測点が一致しない ............................. 24 
５.２.２ 帳票の記載工種の変更 ............................................................................... 25 
５.２.３ 複数の計測結果の統合（データの合算） .................................................. 25 



１ 
 

 



1 
 

１. 現場対応集の構成と使い方 

「TS を用いた出来形管理技術」は、設計データを搭載した TS により、計測と同時に出来形確認が

可能で、帳票作成を自動で実現することができる技術です。「TS を用いた出来形管理技術」適用時

は、下記の主要４パートで構成されています。 
また、TS を用いた出来形管理技術は施工者の出来形管理、発注者の出来形検査に技術として受

注者、発注者で共通に利用することから、施工者向けの施工管理要領、発注者向けの監督・検査要

領により、道具を適切に利用するためのルール、方法が定められています。 
本書は、TS を用いた出来形管理技術の円滑な現場運用に向けて、現場での留意すべき事項、上

記で定められたルールや方法を現場での運用事例（2013 年時点の現場調査結果）で紹介していま

す。 

 

本書の構成 

1．機器・ソフトウェアの選定

2．基本設計データの作成

4．出来形管理

・国土地理院認定3級と同
等以上の計測精度のTS

・「出来形管理用トータル
ステーション機能要求仕
様書（案）」に準拠

・「TSによる出来形管理に用いる
施工管理データ作成・帳票作成ソ
フトウェアの機能要求仕様書
（案）」に準拠

(1)基本設計データ作成ソフ
トウェアの選定

・「TSによる出来形管理に用い
る施工管理データ作成・帳票作
成ソフトウェアの機能要求仕様
書（案）」に準拠

計測作業前の準備 出来形帳票の自動作成現場での出来形計測

公共測量による精度確保 工事基準点

計測点

距離制限の
遵守

・基準点設置は公共測量作業規程に準じて測
量・設置
・設置時の資料を監督職員に提出する
・監督職員は、資料により設置状況を確認

(1)TSの利用を考慮した工事基準点の配置計画

工事基準点の精度確保・管理

・工事基準点を用いてTSを設置
・測定距離制限（TSから計測点は
100m以内：３級TS）等の制限の遵守
・適正な出来形計測箇所へのミラー設
置など

計測精度の信頼性確保 要領に沿った適切な出来形管理の実施

・要領に沿った出来形計測箇所、
出来形管理基準及び規格値、出
来形管理写真基準の実施
・要領に沿った適切な監督、検査
の実施

TS

(1)出来形管理用TSによる出来形計測 (2)出来形管理の実施

2次元CADデータの照査
基本設計データ作成ソフトウェア
によりﾃﾞｰﾀ入力

基本設計データの確認と照査

道路中心線形（又
は堤防法線）

出 来 形 横 断
面形状

・図面の不備・不整合を
確認
・起工測量結果との差異
確認

・工事基準点・平面線形・縦断
線形・出来形横断面形状を基
準点測量結果や設計図書等
から必要な設計値を入力

(2)基本設計データの作成 (3)基本設計データの確認

・請負者が基本設計データの照査(入力に
間違いが無いかをﾁｪｯｸ）
・ﾁｪｯｸ結果を監督職員に提出する
・監督職員は基本設計データの照査結果
を確認

(1)設計図書（平面図、縦断図、
横断図）、線形計算書の貸与

基本設計データの
イメージ

(2)TSの選定

(3)TS接続機器（出来形管理用
ソフトウェア付）の選定

(4)出来形帳票作成ソフト
ウェアの選定

計測点
距離制限の
遵守

要 領 に 沿 っ
た設置

3．工事基準点の設置

TSの利用を考慮した配置計画

(2)計測精度を維持するための管理

・TSの設置時は既知点と
TSの計測距離を100m以
内（３級TS）にする等の制
限がある。



 

２. 機器

２.１  

２.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

①精度

※ 

※ 

②2 級

※ 

※ 

 
 
 
 
 
③TS

※ 

※ 

※ 

器・ソフトウ

必要な機器

１ 利用で

号 機器

者分類 利用

Ｑ 利用

また

Ａ T
正な

①

②

 上

 

①国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②J
 
 
  

説明】 

度が必要な理由

TS を用いた出

高や幅員を算

TS は精密機

級・3 級 TS とは

国土地理院が

2 級・3 級 TS

本体以外に必

TS とは、測距

値に変換する

施工管理の効

める機能要求

単に上記の性

ウェアの選定

について 

できる TS（

器・ソフトウェアの

用者 

用できるトータル

た、性能を担保す

TS を用いた出来

な精度管理を実

①2 級又は 3 級

 国土地理

 JSIMA
②適正な精度管

 国土地理

定証明書

 測量機器

上記を証明する以

国土地理院登録

SIMA 規格で

由 
出来形管理では

算出します。計測

機器であり、計測

は 
が定める公共測

S の性能分類

要なもの 
距・測角を行う計

るソフトウェアが

効率化、データ

求に基づく専用

性能を有する T

定 

トータルステ

の選定 －

質問種

ルステーション（T
する書類などは

来形管理で利用

実施している TS
級相当には以下

理院で 2 級又

A（測量機器工業

管理とは以下の

理院において測

書（1 年以内を

器メーカが発行

以下の資料を、

【計測性能の

録機種での確認

での確認例 

は、テープやレ

測機器が所定の

測精度を確保す

測量に利用する

（抜粋）・・・詳細

計測機器です。

が必要です。 
タ改ざんの防止

の計算ソフトウ

TS を用いるだけ

2 

テーション）

① 

種別 要領 

TS）に要求され

は必要ですか？

用できる TS は

S です。 
下のいずれかが

は 3 級に登録

業会規格）101/
いずれかが該当

測量機器の検定

推奨）。 
行する校正証明

出来形計測前

証明書の例】

認例 

レベルではなく、

の性能でなけれ

する為には、所定

る TS の性能分類

細は公共測量作

TS を用いた出

止を両立させるた

ェアを利用して

けでは、TS を用

 

れる性能がありま

 
、国土地理院の

該当する機種で

されている機種

/102 による適合

当する成績書を

定機関として登

明書（1 年以内を

前に提出します。

TS で得られる

れば正確な値が

定の計測性能と

類です。 
作業規程 

出来形管理は、

ために、国土交

ています。 
用いた出来形管

ますか？ 

の定める 2 級又

です。 
種。 
合区分 B 以上

を添付できる機

登録されている第

を推奨）。 
。 

【精度管理

る測距、測角から

が計測できませ

と定期的な点検

測距・測角から

交通省 国土技術

管理には該当し

又は 3 級相当以

上。 
機器です。 
第３者機関が発

理の証明書の例

ら座標値を取得

せん。 
検・校正が必要で

ら座標値を求め

術政策総合研

しません。 

以上で、適

発行する検

例】 

得し、基準

です。 

め、出来形

究所が定



 

２.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

①.TS
※ 

※ 

②.出来

※ 

※ 

※ 

 

２ 出来形

号 機器

者分類 利用

Ｑ TS

Ａ T
組込

Ｔ

ータ

 
【トー









 
  

【一

 
 
 
 

説明】 
S を用いた出来

TS を用いた

来形値の差を

利 用 す る T
（http://www
クタを接続して

来形管理ソフト

出来形管理用

の互換性が確

データ交換標

存在していま

データの互換

形管理に必要

器・ソフトウェアの

用者 

を用いた出来形

TS を用いた出来

込んだトータルス

ＴＳとデータコレ

タコレクタ（あるい

ータルステーショ

 開発メーカ

開していま

 各メーカの

の機能要求

であることを

 既に利用し

接続が可能

 TS 本体に

体型の場合

す。同一メ

通信状況に

一体型の場合】

来形管理に利用

出来形管理は

を表示できるシス

TS は 、 国 土 交

w.gis.nilim.go
ている TS が該

ウェアとデータ

用ソフトウェアと

確保されていま

標準には、H24
ます。利用するシ

換性については

要な TS と一般

の選定 －

質問種

形管理で利用す

来形管理では、

ステーションを利

クタが別体とな

いはPC）と利用

ョンを用いた出

カの申請に基づ

す。（http://ww
の仕様書やカタロ

求仕様書”に準

を確認してくださ

している TS に

能かどうかはメー

に出来形管理を

合、TS 本体とデ

ーカにおいても

についても確認

】         

できる TS につ

、従来の TS の

ステムを指しま

交 通 省 国 土 技

.jp/ts/info_goa
該当します。 

作成・帳票作成

と、データ作成・

す。 
年度以降の V

システムの入出

は、下記のホーム

3 

般の TS の違

② 

種別 要領（７頁

する TS と一般

測距・測角を行

利用します。TS
なっている場合は

用可能なTS本体

出来形管理で利

づいて、国土交

ww.gis.nilim.
ログなどで、国

準拠した機能を有

さい。 
、出来形管理用

ーカに問い合わ

を行うソフトウェア

データコレクタや

も年式や型式に

認してください。

         

ついて 
のような測距、測

ます。 
技 術 政 策 総 合

al.html）に準拠

成ソフトウェアと

・帳票作成ソフ

Ver.4（舗装工な

出力データのバー

ムページで互換

違い  

頁） 

の TS は、何が

行う TS 本体に

S 本体は同一の

は、出来形管理

体（接続ケーブ

利用できる TS の

通省国土技術

go.jp/ts/index
国土交通省国土

有する TS（ある

用のソフトウェア

わせてください。

アを搭載したデ

やノート PC の通

によっては通信で

  【別体型の

測角表示ではな

合 研 究 所 が規

拠した機能を搭

のデータ交換に

トウェアは、施工

などに対応）と

ージョンを確認

換が確認されて

が違うのか教えて

出来形管理を行

の機器が利用で

理を行うためのソ

ブルなど）のシス

の確認方法】 
術政策総合研究

x.html） 
土技術政策総合

いは TS に接続

アのインストール

 
ータコレクタやノ

通信が確保され

できない場合も

の場合】 

なく、現場での計

規 定 す る “ TS
搭載あるいは機能

について 
工管理データ交

H24 以前の V
してください。 

ていることが解りま

てください。 

行うためのソフ

できます。 
ソフトウェアを搭

ステムの一式を指

究所のホームペ

合研究所が規定

続可能なデータ

ルやデータコレク

ノート PC を接

れているか確認

もあるので、TS

計測と同時に設

の 機 能 要 求

能を搭載したデ

交換標準によっ

Ver.2（土工のみ

ます。 

トウェアを

搭載したデ

指します。

ページで公

定する“TS
タコレクタ）

クタによる

接続する別

認が必要で

本体との

設計値と出

仕 様 書 ”

データコレ

ってデータ

み対応）が
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２.１.３ 出来形管理に必要なソフトウェアの選定  

記号 機器・ソフトウェアの選定 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領（７頁） 

質問：Ｑ TS で得られる座標データから CAD で出来形値を算出した場合、TS を用いた出来形管理に該当し

ますか？  

回答：Ａ TS で得られる３次元座標から手動で幅や法長を算出した場合は、TS を用いた出来形管理に該

当しません。 
TS を用いた出来形管理では、①計測と同時に設計値と出来形値を確認できること、②計測結果

から自動的に帳票を作成し帳票作成作業の効率化とデータ改ざんを防止すること、③受発注者間で

データを共有するためにソフトウェアの必要最低限の機能を有し、ソフトウェアの違いによる算出結果

の相違を防ぐことが必要です。 
上記の条件を満たすために、国土交通省国土技術政策総合研究所が必要なソフトウェアの要件

を整理・公開しています。 
 

【トータルステーションを用いた出来形管理で利用できるソフトウェアの確認方法】 
 開発メーカの申請に基づいて、国土交通省国土技術政策総合研究所のＨＰで公開していま

す。（http://www.gis.nilim.go.jp/ts/index.html） 
 各メーカの仕様書やカタログなどで、国土交通省国土技術政策総合研究所が規定する“TS

を用いた出来形管理の機能要求仕様書”に準拠した機能を有することを確認してください。 
 

【補足説明】 
①利用できるソフトウェアについて 

※ 上記ホームページに掲載がない場合でも、利用者の責任において上記ホームページで公開されている要求

仕様に準拠したソフトウェアの利用が認められています。この場合でも、利用するソフトウェアが、国土技術政

策総合研究所が定めている機能要求仕様に準拠していることを確認して、確認できる資料（メーカカタログ等

で良い）を提出してください。 
※ ソフトウェアに関する機能を補償あるいは証明する資料の提出（メーカの印付き証明書など）は不要です。ただ

し、利用する機能の不備による、出来形不足などは施工者の責となります。 

 

２.１.４ 出来形管理に必要なソフトウェアの証明  

記号 機器・ソフトウェアの選定 － ④ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領（７頁） 

質問：Ｑ 利用するソフトウェアの機能について証明書などが必要ですか？ 

回答：Ａ ソフトウェアに関する機能を補償あるいは証明する資料の提出（メーカの印付き証明書など）は不

要です。ただし、利用する機能の不備による、出来形不足などは施工者の責となります。 
 以下のホームページでは、開発メーカが国土交通省国土技術政策総合研究所の定めた機能要求

仕様の確認ガイドラインに沿って機能確認したソフトウェアを、開発メーカの申請に基づいて公開して

います。計測結果に対する補償を行っているわけではありません。 
（http://www.gis.nilim.go.jp/ts/index.html） 

【補足説明】 
①利用できるソフトウェアについて 

※ 上記ホームページに掲載がない場合でも、利用者の責任において上記ホームページで公開されている要求

仕様に準拠したソフトウェアの利用が認められています。この場合でも、利用するソフトウェアが、国土技術政

策総合研究所が定めている機能要求仕様に準拠していることを確認して、確認できる資料（メーカカタログ等

良い）を提出してください。 
※ ソフトウェアに関する機能を補償あるいは証明する資料の提出（メーカの印付き証明書など）は不要です。ただ

し、利用する機能の不備による、出来形不足などは施工者の責となります。 
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２.２ 必要な機能について 

２.２.１ ワンマン測量や自動追尾について 

記号 機器・ソフトウェアの選定 － ⑤ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領以外 

質問：Ｑ 利用する TS にワンマン測量や自動追尾機能は必要ですか？ 

回答：Ａ TS を用いた出来形管理の実施にあたって、ワンマン測量の機能や自動追尾機能は、必須の機能

ではありません。 
計測効率の向上、計測作業員の省力化が必要な場合には、上記の機能を有する TS 本体を選定

すると効果的な場合があります。 
  

【補足説明】 
※ TS を用いた出来形管理では、計測精度を確保する観点から、2 級 TS を利用する場合は計測距離が

150m 以内、3 級 TS を利用する場合は計測距離が 100m 以内に制限されています。計測距離以上にな

る場合は TS 本体の設置位置を変える必要があります。 
※ 計測範囲と計測作業時間、計測作業人員などを考慮して、機器の機能を選定することが必要です。 

 

 

２.２.２ ノンプリズムによる計測機能について 

記号 機器・ソフトウェアの選定 － ⑥ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領（７頁） 

質問：Ｑ ノンプリズムによる出来形管理は可能ですか？ 

回答：Ａ TS を用いた出来形管理は、プリズムを用いた計測を前提としています。 

【補足説明】 
※ ノンプリズム方式については、多くの TS で測距方式の切り替えで利用できる様になりつつあります。 

技術提案などで計測作業や安全性などの観点からノンプリズム方式による計測を行うことを提案している場合に

は、施工者の責において計測精度を確認の上、利用してください。 
ただし、ノンプリズム方式で土木構造物などの不均質、凸凹の多い形状を計測する場合、距離や被計測箇所と

の高低差により測定結果にバラつきが生じるとされています。利用時にはこれらに十分留意して計測計画を立てる

必要があります。 
 



 

３. 基本

３.１ デ

３.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 
 
 

 

本設計データ

ータ作成の基

１ 形状変

号 基本

者分類 利用

Ｑ 作成

基本

Ａ 基

状表







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

説明】 
TS を用いた

に沿って横断

向が中心線形

図）の形状と

中心線形に沿

は注意が必要

タの作成 

基礎 

変化点の追加

本設計データの

用者 

成した基本設計

本設計データと設

基本設計データ

表現では、線形

 測点間に変

形状が表現

 出来形管理

設計図と同

 さらに、拡

あるので注

た出来形管理の

断形状を変化さ

形に沿っていな

なっています。

沿って変化しな

要です。 

加 

の作成 －

質問種

計データと設計図

設計図面の形状

タは、設計図書

形に沿って横断

変化点などがあ

現可能です（下

理は管理断面

同一である必要

幅部などでは、

注意が必要です

変化

（追加した

の設計データは

させています。

ない箇所では、

拡幅部を有す

ない形状で利用

6 

① 

種別 要領 

図面の形状に相

状は完全に一致

書の横断図を基

断形状を拡幅、

ある場合、これら

下図参照）。 
（設計図のある

要はありません。

作成された法

す。 

化点を追加して

た断面箇所を管

は中心線形

法面の方

、下記（右

する形状や

用する際に

相違があります。

致させる必要が

基本に作成してい

減少する仕組

らの変化点の形

る測点）で実施さ

 
面部では勾配

て設計形状を整

管理断面にする

。なぜですか？

がありますか？ 
います。ただし

組みとなってい

形状を追加するこ

されますので、横

の向きが実際の

える方法 
る必要はない） 

？ 

し、基本設計デ

います。 
ことで、設計図

横断図の無い

の施工とは異な

ータの形

図面に近い

測点部で

なる場合が
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12000

6000 6000

1%

赤線：TSを用いた出来形管理の完成形
状と必要な横断寸法の例

CADの算出値：5998

寸法や勾配の丸
め等によって、記
載寸法とCAD算出

値が異なる場合
があります。

３.１.２ 発注図に記載のない項目や不整合がある場合 

記号 基本設計データの作成 － ② 

質問者分類 利用者 質問種別 要領 

質問：Ｑ 設計図書の寸法に記載のない箇所のデータはどのように作成しますか？また、横断図に記載されて

いる寸法と CAD 等での算出値が合致しない場合はどのようにすればよいですか。 

回答：Ａ 当該工事完了時の出来形寸法が横断図に明示されていない場合や図面に不整合がある場合

は、発注者と早期に協議し、TS 出来形管理のデータ作成に必要となる形状や寸法等を明確にして

おくことが必要です。 
 

a) 横断図の寸法の記載がない 
仕上がりの路面幅の寸法は記載されているが、当該工事の土工基面の幅員などが寸法として明

記されていない場合が考えられます。右図のように、出来形管理に必要な寸法を明示した横断図等

を作成し、発注者と協議することも考えられます。 
 

b) 横断図の寸法と CAD での算出値との不整合 
発注図に示された道路幅員の寸法値および法面の勾配値と CAD 等による算出値が、丸め等によ

って異なる場合が考えられます。 
 

【補足説明】 
※ 基本設計データを作成する前に、設計照査および起工測量結果の反映を実施してください。さらに、

設計図書に記載のない寸法などについては、発注者と協議して確定し、その後に基本設計データの入

力作業を実施すると手戻りがありません。また、余盛りや施工余裕を設定する場合も、協議の上で寸

法を確定した上で、これを反映した基本設計データを作成します。 

 

３.１.３ 出来形管理箇所の確定 

記号 基本設計データの作成 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領 

質問：Ｑ 出来形管理箇所の設定に決まりはありますか？ 
出来形管理基準に変更はありますか？ 

回答：Ａ 出来形管理箇所については、従来の出来形管理と変更はありません。ただし、出来形管理の頻度に

ついては、40m 毎から測点毎に変更されています。 
測点毎とは、設計図書で示される全ての断面を指しています。つまり、例えば 20m 毎の測点の他

に、横断図が作成されている主要な変化点を含んでいます。 

 

W1 W2W3 W4

黒線：設計図

W1 W2W3 W4

W5

W6 W7

1%

赤線：TSを用いた出来形管理の完成形
状と必要な横断寸法の例

黒線：設計図

発注図 TS出来形管理に必要な図面情報（赤線）
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３.１.４ 基本設計データの提出時期 

記号 基本設計データの作成 － ④ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領 

質問：Ｑ 基本設計データはいつ提出しますか？ 

回答：Ａ 設計照査、起工測量結果の反映が終了し、当該工事の完成形状が確定した時点で提出します。

施工途中での設計変更などが発生した場合は、出来形管理の実施前までに変更箇所を修正して提

出する必要があります。 
【補足説明】 

※ 基本設計データには工事基準点を登録しておく必要があります。施工の途中段階で工事基準点の再設置を

行う場合も、工事基準点の測量結果と共に、基本設計データの修正を行い、提出します。 
 

 

  



 

３.２ デ

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 

ータ作成の工

１ 線形デ

号 基本

者分類 利用

Ｑ 法面

Ａ T
道路

する

法長

 
【作成

基

の他

の線

右

ため

力し

手法

理を

て、発

ま

ん。

３を

す。

 
 
 
 
 

【作成

  右

す

横断

  A
構成

では

曲線

計算

  こ

は異

が必

 
 
 
 
 
 
 
 

説明】 

基本設計デー

については自

可能なデータ

工夫例 

データの無い

本設計データの

用者 

面等が線形の直

TS 出来形管理

路線形や堤防法

る基準となる線を

長などの管理を

成例①】 
基準となる線形

他に、施工や施

線形を定義する

右上図は、B 法

めに、それぞれ

し横断形状を入

法による出来形

を行う方向や断

発注者と協議の

また、本事例では

A 法面の管理

定義し横断形

 

成例②】 
右下図は基準

る３つの直線を

断形状として設

A 法面とＢ法面

成されています

は線形の無い部

線的な形状と認

算ができない）

この部分で本ｼ

異なる出来形と

必要です。 

ータの作成に厳

自由に作成が可

タ範囲について

い構造物の作

の作成 －

質問種

直交方向で定義

理は、中心線形と

法線の直交方向

を設定（あるいは

行うことができま

形は、道路中心線

施工管理の基準

ことができます

面と C 法面の施

の法肩ラインを

入力した場合で

管理を行う場合

断面図上の設計

の上で実施して

は、A 法面の管

理を行う場合は、

形状を入力する

となる線形とし

を設定し、片側

設定したものです

面の接合部が図

すが、TSを用い

部分の算出がで

認識してしまう場

があります。 
ｼｽﾃﾑを利用す

となりますので

厳密ルールはあ

可能です。ただ

ては、現場の施

9 

作成例 

⑤ 

種別 その他

義されていない場

とこれに直交す

向に沿わない法

は作成）し、その

ます。 

線や堤防法線

準のとなる任意

す。 
施工管理を行う

を線形として入

です。ただし、本

合は、出来形管

計寸法につい

てください。 
管理はできませ

、３本目の線形

る方法がありま

して法肩を構成

側の法面のみを

す。 
図面では直線で

いた出来形管理

できないため、

場合（あるいは

すると、設計図と

利用時に注意

ありません。得

だし、上記の

施工管理担当者

場合、データ作

する横断形状で

法面などがある

の線を中心線形

線

意

う

入

本

管

い

せ

形

ま

成

を

で

理

は

と

意

得に、出来形管

ような特徴が

者、計測作業者

作成はどうしたら

で定義されていま

場合、施工や施

形として定義す

管理を行わない

あるので、デー

者に周知してお

ら良いですか。 

ます。しかし、発

施工管理で法

することで、法面

い測点部分や

ータ作成の範

おくことが重要

発注図で、

面に直交

面に沿った

横断方向

囲や利用

要です。



 

 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 

 

 

 

２ 法尻部

号 基本

者分類 利用

Ｑ ラウ

Ａ ○ラ

T
長の

直

来形

 
【作成

T
いま

そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○法

法

ータ

仮に

であ

 

説明】 

ラウンディング

場合もあります

来形計測を行

部やラウンデ

本設計データの

用者 

ンディング部の

ラウンディング部

TS を用いた出

の管理はできませ

直線に置き換え

形寸法値を法面

成例】 
TS を用いた出

ます。ラウンディ

そこで、あらかじ

法尻部について

法尻部について

タ作成時は、仮

に設定した設計

あること）」を事前

グ部の曲線部分

す。また、曲線

行わない箇所の

ディング部の

の作成 －

質問種

の管理は可能で

部について 
来形管理の横

せん。直線で置

えて管理する場合

面整形工に利用

来形管理では

ング部の端部を

じめ、直線に換算

て 
ては、現場擦りつ

の法尻点（法長

計値が帳票に記

前に発注者と協

分をいくつかの

部分をいくつか

の法長は算出で

10 

の扱い 

⑥ 

種別 機能 

ですか。また、法

横断形状は直線

置き換えるなどの

合は、発注者と

用できるかどうか

、横断形状の設

を計測した場合

算した設計寸法

つけの場合は、

長）として出来形

記載されるため、

協議しておくとよい

の折れ線に分割

かの折れ線で分

できません。 

法尻部はどのよう

線で構成されてい

の対応が必要で

と協議の上、実

かについても発注

設計形状および

合は、下図のよう

法を作成して、T

、設計寸法が目

形管理を実施す

「記載されてい

い。 

割することも可能

分割することによ

うに管理すれば

います。ラウンデ

です。 
施の可否を確定

注者と協議して

び出来形値は直

うな寸法が計算

TS による出来形

目安として記載

することも可能で

いる値が設計値

能ですが、法面

より、設計図と形

ばよいですか。 

ディング曲線に

定してください。

ておくことが必要

直線の長さで管

算されます。 
形管理を行いま

されていること

です。帳票作成

値ではないこと（

面途中での計測

形状は近似しま

に沿った法

。また、出

要です。 

管理されて

ます。 

もあり、デ

成時には、

仮の寸法

測が危険な

ますが、出



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

※ 

 

 

３ インタ

号 基本

者分類 利用

Ｑ 複数

Ａ T
可能

本

理点

 本

成例

 
【作成

本

する

来形

T
継が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【作成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明】 

TS 出来形管

計図書に示さ

データについ

が行う任意の

管理すべき幅

ターチェンジ

本設計データの

用者（施工業者

数の線形に対す

TS を用いた出来

能です。 
本線とランプが交

点に対応する場

本線とランプ部分

例①、②参照）。

成例①】 
本線部とランプ部

る必要がある場合

形管理時には基

TS 出来形管理

がれるため、TS

成例②】 

管理では、１つ

された箇所以外

いて設計図書の

の施工管理は対

幅員や管理すべ

ジやランプ部

の作成 －

） 質問種

する施工管理を

来形管理では、

交差する部分な

場合は、複数の基

分の分割方法に

 

部から構成され

合。この場合、

基本設計データ

理システムでは、

の再設置不要

の計測点に対

外の寸法を TS
の１つとして扱

対象外です）。

べき変化点を明

11 

部 

⑦ 

種別 その他

を同時に行いたい

複数の基本設

などでは、１つの

基本設計データ

にルールはあり

れ、接合部分で

下図のように複

タを切り替えて、

現場で基本設

要でデータを切り

対して複数の線

S 出来形とし

扱うことを受

 
明確に設定した

い場合の方法を

設計データを準備

の出来形計測箇

タを切り替えて複

りません。施工管

では、本線に対

複数の線形を別

各々の出来形

設計データを切り

り替えることがで

線形に対する位

て施工管理に利

・発注間で協議

た上で基本設計

を教えてください

備し、現場で切

箇所が２つ以上

複数回計測を行

管理方法に併せ

する幅員とラン

別々の基本設計

形管理を実施す

り替えても TS
できる。 

位置や寸法管理

利用する場合

議しておく必要

計データの作成

い。 

切り替えて利用す

上の基本設計デ

行います。 
せて分割します

ンプに対する幅

計データとして作

する。 
の設置位置情

理も可能となり

は、出来形寸

要があります

成を行いまし

することが

データの管

す（下記作

幅員を管理

作成し、出

情報が引き

ます。設

法や線形

（施工者

ょう。 



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

 

 

 

４ 法面が

号 基本

者分類 利用

Ｑ 法面

Ａ 設

指示

T
要が

分け

た

横断

 

 

 

説明】 

が参照する線

本設計データの

用者（施工業者

面が参照する線

設計図書の断面

示用のデータを

TS 出来形管理

がありますので、

けてデータ作成

ただし、側道部に

断図等は、発注

 
 
 

 

線形に直交し

の作成 －

） 質問種

線形に直交してい

面方向と施工管

勘案したデータ

理のデータを施工

以下のような本

することもできま

に直交した横断

注者と協議して決

12 

していない場

⑧ 

種別 その他

いない場合のデ

管理（丁張り）の方

タ作成も考慮す

工指示用に活用

本線部と側道部

ます。 
断図が発注図に

決定する必要が

合 

データ作成方法

方向が異なる場

する必要がありま

用する場合は、

部を有する工事

に含まれていな

があります。 

法を教えてくださ

場合の対応につ

ます。 
法肩に対して、

事では、本線部と

ない場合も考えら

さい。 

ついて、丁張設

、法面が直交し

と側道部の２つ

られますので、

置等施工

している必

つの線形に

参照する



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 

５ 急曲線

号 基本

者分類 利用

Ｑ 急曲

基本

ょうか

Ａ T
3 次

ージ

基

たり

曲線

 
急

には

曲面

折

デー

 
【作成

T
して

□

□

□

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

説明】 

折れ点部分な

の算出方法な

線部・折れ線

本設計データの

用者 

曲線部や折れ線

本設計データの

か？ 
TS を用いた出

次元の面的なデ

ジです。 
基本設計データ

することがありま

線上に横断形状

急曲線部の内側

は、出来形計測

面の施工を行う場

折れ点を利用す

ータを分割するな

成例】 
TS出来形管理シ

ています。 
□下図の様に、

ん。 
□折れ点の内側

場合、あるいは

□折れ点を利用

て定義するこ

などで、横断形

などについてメー

線部の処理 

の作成 －

質問種

線部分での設計

のビュー表示で

来形管理では、

データではなく、

タの確認が可能

ます。これは、3
状を再現し、設計

側や折れ点部分

時に該当する測

場合には、横断

する際は、折れ点

などの対応が必

システムでは、

、折れ点の外側

側部分では対応

は後ろ側しか計

用する際は、折

とで対応できる

形状が重なる場

ーカに確認した

13 

⑨ 

種別 機能 

計値はどのように

は曲線が表示

、線形の延長に

線形を微少な

能な3D ビューな

3 次元的に可視

計値の算出、出

分の内側では、

測点が複数存在

断形状が重なら

点の直前や直後

必要です。 

中心線に沿って

側では、計測点

応する測点が２

計算できない場

折れ点の直前や

る場合があります

合についての算

たうえで利用して

に計算されるの

されないのです

に沿って横断形

単位に分割し、

などを利用した場

視化するための

出来形値との比

横断形状が交

在することにな

らないように注意

後に変化断面を

て断面形状を割

点に対応する測

２つ以上存在し

場合もあります。

や直後に変化断

す。 

算出方法は現

てください。 

でしょうか？ 
すが、出来形管

形状が算出され

それぞれに横

場合、測点間の

の表現です。出

較が可能です。

交差する場合が

り、計算が行わ

意してください。 
を作成するか、

割り当てることで

測点が存在しな

ますが、測点の

断面を作成し、連

時点では規定

管理上問題は無

れます。システム

横断形状を持って

の部分は直線で

出来形管理の計

。 

があります。交差

われない場合が

 
折れ点部分で

で 3 次元的な形

ないため計算が

の前側しか計算

連続しない横断

定されていません

無いのでし

ム内部では

ているイメ

で表現され

計算時には

差する場合

あります。

基本設計

形状を計算

ができませ

算できない

断形状とし

ん。データ



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 
※ 

 
 
 

 

６ 不連続

号 基本

者分類 利用

Ｑ 横断

Ａ 断

ます

連

せて

分で

 
【作成

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【作成

前

合の

横

が連

基本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足説明】 

法面の段数が

ことで連続し

を設定すると

形より外側の

「地形交点要

も定義され、丁

続な横断形状

本設計データの

用者 

断形状が大きく変

面と断面の間を

す。 
連続する断面形

て中間部分が連

でも正確な設計

成例①】 
同一の横断構成

成例②】 
前後断面で土羽

の他は、基本とし

横断構成を変化

連続して変化しな

本設計データとな

 

が変化する場合

た形状を定義す

と、設計図どお

形状が定義で

要素」が作成され

丁張り設置時に

状と連続的な

の作成 －

質問種

変化する場合の

を連続的に定義

形状を作成した場

連続した形状とな

形状を参照して

成を利用して各

羽の法面から擁

して前後断面で

化させることによ

ない形状になり

なり、測点間で

合も、「地形との

することができま

りに法面の形状

きます。 

れると、その要

にも参照できるよ

14 

な横断形状の

⑩ 

種別 機能 

のデータ作成方

義するには、同

場合は、拡幅や

なります。これに

て丁張りを行うこ

断面の寸法を編

擁壁に変化する

で同一の「横断構

より、断面間が不

ります。ただし、

での出来形管理

の交点」を設定す

ます。「地形交

状を設定しつつ

素より外側の形

ようになります。

測点の間は横断
が無いため出来

算出できない

違い 

方法はありますか

一の「横断構成

や勾配の変化が

により、丁張りを

ことができます。

編集した場合は

るなど横断形状

構成」を別の構

不連続な横断形

全ての断面を別

理は実施できませ

する

交点」

つ地

形状

 

断形状
来形が
い

作成

か？ 

成」を適用し、各

がある場合でも

行う際に、設定

 

は下図の連続し

状を構成する要

構成に設定します

形状と認識され

別の横断構成

せん。 

成された「地

各断面の寸法値

前後断面の形

定した断面以外

した形状になりま

要素の種別が変

す。 
れ、下図の様に

にすると、骨組

地形交点要素

値を編集し

形状に合わ

外の中間部

ます。 

変化する場

測点の間

組みだけの

素」 



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補

※ 

 
 

 

７ 中心線

号 基本

者分類  

Ｑ 線形

Ａ 縦断

 
道

に設

こ

させ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
道

（計

心」

の位

「CL
 
 
 
 

 

足説明】 

設計図書で示

に設定する必

値を用いてく

線と横断形状

本設計データの

形の定義位置（F

断線形の定義位

道路の縦断線形

設定されている場

このような場合、

せて定義します。

道路中心線

縦断線形（F

道路中心線以外

画高(FH)位置

を縦断線形の定

位置の道路中心

L 離れ」を設定し

示されている法

必要はありませ

ください。記載

状の中心位置

の作成 －

質問種

FH 位置）が横

位置（FH 位置）

形（計画高(FH)
場合があります

横断形状を設

 

線（CL）と異な

H）が定義され

外の位置に縦断

置）を設定するに

定義位置（計画

心線からのオフ

します。 

法線に沿った構

せん。法線の設

載の無い場合は

15 

置が異なる場

⑪ 

種別  

横断形状の中心

）が横断形状の

)）が、平面線形

す。 
定する開始位置

る位置に 
れている場合  

断線形の定義

には、まず「幅

画高位置）と考え

フセット量に従っ

構造物の場合、

設定位置と出来

は、監督職員に

合の対応 

心位置と異なる場

の中心位置と異な

形が定義された

置となる「幅員中

   「幅員中心

位置

員中

え、こ

って、

、必ずしも、法

来形管理の法線

に確認を受けて

場合の設定方法

なる場合の設定

た道路中心線か

中心」を道路中

心」をオフセット

「幅員中心」の

法線部を基本設

線位置関係につ

てください。 

法を教えてくださ

定方法 

からオフセットさ

中心線位置からオ

トさせて横断形状

の CL 離れを設

設計データの

ついては、図

さい 

れた位置

オフセット

状を定義

定 

中心位置

面の記載



 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補

※ 

 

 

３.２.

記号

質問者

質問：

回答：

【補

※ 

 

 

８ 簡易な

号 基本

者分類 利用

Ｑ デー

ります

Ａ T
あり

出す

 

 

足説明】 

構造物の位置

９ 設計変

号 基本

者分類 利用

Ｑ 設計

対応

Ａ 設

性が

た

た箇

 
 

足説明】 

出来形計測後

形計測情報を

な基本設計デ

本設計データの

用者 

ータ作成時に横

すか。 
TS 出来形管理

ません。出来形

することで、出来

置出しや丁張設

変更が多い現

本設計データの

用者 

計変更が多く、最

応すべきでしょう

設計変更が多く

がある場合は、変

ただし、高さや勾

箇所、設計値（寸

後、設計変更す

を保持したまま

 

データ作成 

の作成 －

質問種

横断図に記載さ

理に必要な横断

形管理の対象と

来形管理に最低

設置に利用した

現場のデータ

の作成 －

質問種

最終形状が未確

うか。 
、最終形状が決

変更を待ってデ

勾配等の変更で

寸法や勾配）だ

する場合は、施

ま修正すること

16 

⑫ 

種別 その他

れているすべて

断形状は、横断

となっている測定

低限必要な情報

たい場合は、出

作成方法 

⑬ 

種別 その他

確定な状態で基

決定しない場合

データ作成する方

であれば、事前

け、修正する方

施工管理データ

とも可能です。

ての変化点を抽

図に記載されて

定項目（幅員、

報は抽出できます

出来形管理以外

基本設計データ

合は、横断面の

方が二度手間

前に暫定形状で

方法もあります。

タは、基本設計

。 

抽出して横断形

ている変化点の

基準高、法長）

す。 

外の形状も抽出

タが作成できな

変化点や形状

になりません。 
でデータ作成し

 

計データ作成

形状を作成する

の全てが必要な

）に対応した変

出する必要があ

ないのですが、ど

状が大きく変更さ

しておき、後程、

ソフト読み込

る必要があ

なわけでは

変化点を抽

あります。

どのように

される可能

変更され

み、出来



 

 

３.３ 基

３.３.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

※ 

 

 

 

 

本設計デー

１ 丁張り

号 基本

者分類 利用

Ｑ 丁張

Ａ 丁張

 
【地形

地

どお

照し

て、

す。

 
 
 

 
こ

の設

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

説明】 

地盤擦り付け

ておくと便利

出来形管理時

ます。 

タの応用例 

り作業へ活用

本設計データの

用者 

張りの設置に利

張りの設置に利

形交点の利用例

地形とすりつく位

おり設定すると、

した地形形状と

丁張りがうまく設

 

この問題を解決

設定時に「地形交

け部の丁張りに

利です。 
時には、「地形

用可能なデー

の作成 －

質問種

用したいのです

用するには「地

例】 
位置の法面寸法

設計形状の設

と現地地形が異

設置できないこ

決するためには、

交点」を設定し

に利用する場合

形交点」の設定

17 

ータ作成 

⑭ 

種別 活用例

すが、やり方を教

地形交点」を設定

法を設計図

設定時に参

異なってい

ことがありま

、横断形状

ます。 

合は、基本設計

定により、作成

教えてください。

定します 

丁張り設置

計データの地盤

した横断形状

。 

置時に問題となる

「地形交点」

盤擦り付け部

内の任意箇所

る設計形状の設

」の設定 

をやや大きめ

に変更するこ

設定 

に作成し

とができ



 

３.３.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

※ 

 

２ ＭＣ／

号 基本

者分類 利用

Ｑ T
ンガ

Ａ T
その

既

を構

用の

詳

 
【作成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※注

T
の方

下記

する

で利

 
 
 
 
 

説明】 

曲線部などで

することでな

基本設計デー

（TIN 形式）

必要がありま

／ＭＧデータ

本設計データの

用者 

TS を用いた出来

ガイダンス）で利

TS を用いた出来

の他の情報化施

既に、いくつかの

構成する座標点

のソフトウェアとの

詳しくは、利用し

成例】 

注意事項 
TS を用いた出

方向が中心線形

記（右図）の形状

る形状や中心線

利用する際には

では、基本設計

なめらかな曲線

ータ作成ソフ

）等が実装され

ます。 

タへの活用 

の作成 －

質問種

来形管理で作成

用できますか。

来形管理では、

施工機器の設計

のソフトウェアメ

点を出力（CSV、

の連携も改善が

している設計デー

来形管理の設

形に沿っていな

状となっています

線形に沿って変

は注意が必要で

計データから密

線に近い設計デ

トからのデータ

れています。利

18 

⑮ 

種別 活用例

成したデータを

 
、土工の完成形

計形状が同じ場

メーカの設計デ

テキスト形式、

が図られています

ータ作成ソフト

設計データは中

ない箇所では、

す。拡幅部を有

変化しない形状

す。 

密な測点間隔で

データが作成可

タ出力形式には

利用する MC や

をその他の情報化

形状の横断形状

合は利用が可能

データ作成ソフト

landxml 形式

す。 
ウェアメーカに

心線形に沿って

有

状

での横断形状を

可能です。 
は Landxml 形
や MG に利用

化施工技術（マ

状を作成していま

能です。 
トウェアでは、仕

式）する機能など

お問い合わせく

て横断形状を変

を算出した後に

形式（サーフェ

可能かどうか

マシンコントロー

ます。土工の完

仕上がり形状の

ども搭載されて

ください。 

変化させていま

に、MC や M

ェース）や DW
メーカに確認

ールやマシ

完成形状と

の面データ

おり、MC

ます。法面

G に利用

WG 形式

しておく



 

３.３.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

※ 

 

 

 

３ 土工以

号 基本

者分類 利用

Ｑ 道路

Ａ 基

様々

 
【作成

 溝

位置

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明】 

出来形管理用

れています。

出力では上手

ソフトウェアに

機能も搭載さ

のようなデータ

以外の工種へ

本設計データの

用者 

路土工や河川土

基本設計データ

々な構造物の形

成例】 
溝掘削の形状を構

置だしに活用す

用のデータ交換

また、測点の設

手く活用できない

によっては、計測

されている（TS
タ出力が可能か

への活用 

の作成 －

質問種

土工以外の設計

タは線形中心と

形状を構築し、施

構築して、丁張

することができる。

換標準を利用し

設定なども土工

い場合もありま

測座標、線形か

を出来形管理

かについてはメ

19 

⑯ 

種別 活用例

計データも作成

と横断形状で構

施工管理や出来

張りの設置や床

。 

しているため、横

工を対象としてい

す。 
からの離れ距離や

の対象外です）

メーカに確認して

可能ですか。

構成されている

来形管理（自主

付けの高さ管理

横断形状には路

いるので、TS 出

や標高などを C
）ので、これらを

てください。 

るので、同様の

主管理）に利用す

理を行うことや、

路面や法面とい

出来形管理シス

CSV 形式やテ

を活用して管理

の形式で入力す

することが可能で

擁壁などの設

いった属性情報

ステムでの自動

テキスト形式で出

理を行うことができ

することで

です。 

置位置の

報が付与さ

動での帳票

出力できる

きます。ど



 

４. 工事

４.１ 設

４.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 
 

４.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 

 

事基準点の設

置計画 

１ ＴＳの

号 工事

者分類 利用

Ｑ TS

Ａ TS
す。

 
【計



【計



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明】 
多段法面の施

様な場合は、

設置計画を立

２ 工事基

号 工事

者分類 利用

Ｑ 出来

Ａ T
ら精

公

って

こ

説明】 

TS を用いた

利用する場合

用されていま

（1）TSの設置位
（2） 2点の基準
（3）TSの設置位

設置 

の計測距離制

事基準点の設置

用者 

を用いた出来形

S を用いた出来

これを満足して

計測精度を確保

 TS を用いた

れています。

計測効率をあげ

 TS を用いた

設置が可能で

れています。

施工など範囲が

出来形計測前

立てましょう。 

基準点の増設

事基準点の設置

用者 

来形管理時に計

TS を用いた出

精度管理が適切

公共測量作業規

て工事基準点を

この際、基準点測

た出来形管理で

合にのみ適用さ

ません。 

位置から工事基準
点の挟角：30°

位置から出来形計

制限の考慮 

置 －

質問種

形管理のために

来形管理では精

ていれば良いの

保するための制

た出来形管理で

 
げるための機能】

出来形管理で

です。ただし、こ

（下図は、3 級

が広い場合は、

前に工事基準点

設 

置 －

質問種

計測距離制限に

来形管理では、

切でない基準点

規程の 3 級ある

を設置し、基本設

測量結果につい

で適用される計

されます。丁張
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準点までの距離：
～１50°

計測点までの距離

① 

種別 要領 

に工事基準点を

精度確保と、作業

ので、必ずしも工

限事項】 
では、計測精度

】 
は、計測作業の

この場合も機器

級 TS の場合、2

施工前の工事

点の再設置が必

② 

種別 要領 

により計測ができ

、計測距離制限

の利用ができな

いは 4 級相当の

設計データに登

いては、監督職

計測距離の制限

張り設置や自主

100m（3級TSの場

離：100m（3級TSの

を増設する必要

業性の両立のた

工事基準点を増

度を確保するため

の効率化を図る

器設置の精度を

2 級 TS の場合

事基準点だけで

必要です。当該

きません。どのよ

限を任意に解除

ない仕組みにな

の基準点および

登録した上で再

職員への提出が

限や TS の機器

主的な施工管理

場合）、150m（2級

の場合）、150m（

要がありますか？

ために以下の制

増設する必要は

めに、計測距離

るために、後方交

を確保するため

は 100m→150

対応できないこ

該工事の条件を

ような対応が必

除できません。ま

なっています。 
び水準点測量の

計測する必要が

が必要です。 

器設置時の制限

理段階では、

級TSの場合）

（2級TSの場合）

？ 

制限と、機能を有

はありません。 

離に下記の制限

交会法による T
めに下記の制限

0m となる） 

ことも想定されま

を踏まえて工事

必要ですか？ 

また、精度確保

の手法に準じた

があります。 

限は、出来形管

これらの制限

有していま

限が設けら

TS の機器

限が設けら

 
 
 

ます。この

基準点の

保の観点か

た測量によ

理として

事項は適
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４.２ 利用する工事基準点の精度 

４.２.１ 出来形計測結果のばらつき 

記号 工事基準点の設置 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 要領 

質問：Ｑ 出来形計測時に前回の計測結果との差が発生します。どのような理由が考えられますか？ 

回答：Ａ TS を用いた出来形管理で利用する TS 本体の計測精度は±1cm 程度とされています。それ以上の

誤差が発生する場合は次の要因が考えられます。 
 計測精度の再現性に差が大きい場合は、TS の設置段階で利用する工事基準点の誤差が計

測結果に反映されている可能性があります。この様な場合は、TS の設置に利用する基準点を

同一にすると再現性が高まります。 
 TS の機能で、自動追尾や自動視準を利用している場合に被計測側のプリズムの向きが正対し

ていない場合に正しく計測ができていない場合があります。TS の設置から、再度、マニュアル

で正しく視準して計測してください。 
 

【補足説明】 

※ 工事基準点は、公共測量作業規程に準じて実施されるため、発注者より指示された基準点からトラバ

ー点（工事基準点）を経由して計測が実施され、基準点間の差を各点に割り振って定められています。

このため、工事基準点間においても誤差があります。 
 



 

５. 出来

５.１ 出

５.１.

記号

質問者

質問：

回答：

【補

※ 

 

 

来形管理 

来形計測 

１ 任意断

号 出来

者分類 利用

Ｑ 任意

Ａ T
管理

幅な

て算

ま

の他

※た

機

 
【任意

T
面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計算

任意

①

 
 
 
 
 

足説明】 

任意断面での

成ソフトにて

断面の出来形

来形管理 

用者 

意断面における

TS を用いた出

理ソフトウェアが

などの形状に変

算出されます。 
また、任意の断面

他に、当該平面

ただし、データ交

機能は利用でき

意断面の計算方

TS を用いた出

面においても同

算結果の表示方

意断面での出来

①管理対象部位

の計測結果は、

て任意断面部分

形管理方法 

－

質問種

出来形管理で

来形管理では

が自動的に演算

変化がある場合は

面における出来

位置における設

交換標準（案）V
きません。 

方法】 
出来形管理では

同様に設計値が

方法】 
来形管理におい

位との差の確認

、出来形管理帳

分をあらかじめ
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① 

種別 要領 

で得られる設計値

、従来の横断図

算し、設計値との

は、断面間の距

来形管理では、

設計値との高さ

Ver4.0 で、線形

は、作成した線形

が算出されます。

いては次のよう

認         

帳票には記載

め管理断面と

値との差分算出

図に記載されて

の差を確認する

距離に応じて比

、法肩や法尻と

さの差が確認で

形に沿わない構

形に沿って横断

 

な確認が可能で

  ②任意位置

されない。帳票

して設定してお

出方法を教えて

ている断面以外

ることが可能です

比例配分された

といった管理部

きます。 
構造物として定義

断形状が当ては

です。 
置における設計

票に残す場合

おく必要があ

ください。 

外の任意の断面

す。この時、断

た横断形状が線

部位の設計値に

義されている場

はめられており、

計高さの確認 

は、基本設計

ります。 

面を出来形

面間で拡

線形に沿っ

に対する差

場合は、本

任意の断

データ作
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５.１.２ 管理断面の計測と許容される範囲 

記号 出来形管理 － ② 

質問者分類 利用者 質問種別 要領 

質問：Ｑ 管理断面の計測時にどこまで断面に誘導する必要がありますか？ 

回答：Ａ TS を用いた出来形管理では、計測と同時に管理断面上からどの程度離れているか（基点側か終

点側）が算出・表示される機能を有しています。 
ただし、管理断面上に mm 単位で誘導して計測を行うことは作業の非効率化に繋がることから、線

形に沿った方向で±10cm を許容範囲として設定されています。 
 

【補足説明】 

※ TS を用いた出来形管理では、±10cm 以内の計測結果を利用し、座標間の水平距離を幅員、座標間距離を

法長として算出しています。幅員や法長の短い部分では、断面方向の差が幅員や法長に与える影響が大きく

なります。 
※ TS を用いた出来形管理システムにおいては、ソフトウェア上で管理断面から±10cm 以上になると出来形管

理結果として登録できない仕組みになっています。 
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５.２ 帳票作成 

５.２.１ 基本設計データの測点と設計図書の測点が一致しない 

記号 出来形管理 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 その他 

質問：Ｑ 基本設計データで作成した測点と現場での管理測点が一致しない場合の対処法を教えてください。

回答：Ａ TS 出来形管理システムでは、法線の累加距離で測点計算を行っています。曲線部などでは計算

精度によって数 mm の誤差が発生し、発注図書で記載されている測点座標との差が生じる場合が

あります。 
※データ交換標準（案）Ver4.0 に対応したソフトウェアでは、帳票作成時に測点名を手動で変更す

ることが可能です。 
※データ交換標準（案）Ver4.0 に対応したソフトウェアでは、帳票などの記載時に、累加距離ではな

く、別途断面名として測点を記載する事が可能です。 
 
【作成（例）】 

発注段階の線形計算結果を利用して、線形を再構築する段階で、計算結果の出力時の四捨五入

や再計算時の計算精度に起因するわずかな誤差が生じる場合があります。この場合、帳票記載の測

点名称などを変更することができる。 

 

【補足説明】 

※ 基本設計データ上の累加距離と実際の現場での管理測点が一致しない場合は、監督職員に確認を受け

てください。 
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５.２.２ 帳票の記載工種の変更 

記号 出来形管理 － ④ 

質問者分類 利用者（施工業者） 質問種別 その他 

質問：Ｑ 帳票に記載する工種名の変更は可能ですか。 

回答：Ａ データ交換標準（案）Ver4.0 対応したソフトウェアでは、基本設計データに帳票で記載する工種

を定義（入力）します。帳票作成ソフトウェアはこの工種を自動的に表示します。 

【補足説明】 

※ データ交換標準（案）Ver4.0 に対応したソフトウェアでは、多様な土木構造物に対応できるよう、基本設計デ

ータとして作成された 3 次元形状の種別を定義できるようになっています。また、帳票作成時の工種名は、基

本設計データの工種が自動的に表示されます。 
※ 帳票上の工種名は、変更が可能なソフトウェアもあるので、詳細については各メーカに問い合わせてくださ

い。 

 

５.２.３ 複数の計測結果の統合（データの合算） 

記号 出来形管理 － ⑤ 

質問者分類 利用者 質問種別 機能要求仕様 

質問：Ｑ 複数の計測結果を一つにまとめることは可能ですか。 

回答：Ａ 帳票作成ソフトウェアでは、基本設計データで作成されている工事目的物の形状が同一の場合に

限って計測点の追加が可能です。基本設計データが異なっていると一つの計測データにまとめるこ

とはできません。 
ただし、同一の帳票で示したい範囲の基本設計データを一つにすることにより、対応できる場合が

あります。 
 
【作成例①】 
２つ以上の TS で実施した結果を合算する方法 

 

 
【作成例②（オプション機能での対応）】 

出来形計測データを含む施工管理データを「基本設計データ作成ソフトウェア」に取り込み、基本

設計データの編集を行った後に、再度、出来形管理用 TS に搭載する機能（オプション）を有するこ

とが可能です。ただし、出来形計測後に設計データを編集すると出来形計測点と設計データとの関

連が保持できなくなる可能性があります。よって、ソフトウェア上で、計測点と設計データの関連づけ

のみを再構築・確認する機能も必要です（帳票作成ソフトウェアの機能参照のこと）。 
※詳しくは利用しているソフトウェアメーカにお問い合わせください。 

 

【補足説明】 

※ 基本設計データの編集は設計形状の変更に伴うと想定され、出来形計測の実施前に変更について協議が必

要です。このため、出来形計測後に設計データを編集する機能は必須として実装していません。 
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